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はじめに ―環境マネジメントから意識マネジメントへ― 
１ 意識マネジメントの手法としてのスーパーISO 
２ 意識マネジメントとスピリチュアル・マネジメント 
３ スピリチュアル・マネジメントに関する海外の議論 
結びに ―ホリスティック・マネジメントに向けて― 
 
はじめに ―環境マネジメントから意識マネジメントへ― 
最近、ゴア元米国副大統領による「不都合な真実」という映画や著作で、地球環境の危機的状況
が訴えられ、世界的に注目されている。ゴアによるまでもなく、地球環境の危機が叫ばれて久しい
し、危機的な状況を示すデータが、次々とマスコミなどメディアで多々報じられている。もう地球
環境が危機的であるという証拠を、私たちは十分入手している。にもかかわらず、人類の環境問題
への取組みは断片的で、危機的なデータをつきつけられても鈍感でそれほど気にしていないように
思われる。ケン・ウィルバーのように、「今日の危機は地球環境の危機というよりも、私たち人類
の意識の危機だ」（ウィルバー、1998）という見解を表明する先進的な思想家たちもいる。 
ゴアは、前記の著作のなかで、地球の気候の危機の解決に手を貸すためにできることとして、次
のことをすべきと提言している。「自宅の省エネを進めよう、移動時の排出量を減らそう、消費量
を減らしもっと節約しよう、変化の促進役になろう」（ゴア、2007）。しかしこのようなことをする
だけで、人類はこの危機を乗り越えられるのであろうか。たとえ私たちが、このようなことを実行
したとしても、危機を克服できるとは到底思われない。それは危機の本質を洞察していないからで
ある。前述のように、地球環境が危機的というデータがあるにもかかわらず、それを気にしないと
いう私たちの意識こそが問われなければならない。つまり、今日の見える世界における地球環境の
危機の深奥に、見えない世界での人類の意識の危機がある。だからこそ、環境浄化だけでなく意識
浄化に眼を向ける必要がある。 
このような流れのなかで、私は、環境浄化と意識浄化は硬貨の両面のような関係とみて、環境マ
ネジメントだけでなく、意識マネジメントの研究領域を開拓してきた（石井、2003）。さらに、意
識マネジメントのためには、見える世界のカベを超えて、みえない意識の世界、スピリチュアリ
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ティの次元へ足を踏み入れる必要がある。それは、人間をスピリチュアルな存在とみて（ガーバー、
2000等）、スピリチュアル・マネジメントの研究領域を開拓することを意味する。 
 
１ 意識マネジメントの手法としてのスーパーISO 
私は ISO（International Organization for Standardization：国際標準化機構）の環境監査を専門に研
究し教育してきた。しかし、この ISO14001の環境マネジメントシステムだけでは、問題解決に限
界があると、各地の地方自治体の実状調査をしていて実感した（2006）。それで、環境マネジメン
トの限界を超えて、意識マネジメントに取り組まなければならないと考えた。地方自治体のなかに
は、家庭版 ISO でゴミや省エネなどの環境マネジメントに取り組んでいるところが見られる。私
は自治体の家庭版ＩＳＯの限界を超え、環境問題から心の問題に向けて、意識マネジメントをめざ
すものを考案し、“家庭版スーパーISO”と名づけた。 
このスーパーISO は、他律的な道徳でなく、自立的な自己マネジメントによる意識マネジメント
の手法である。スーパーISO の10項目の実践は、自主性にゆだねる自己診断なので、モチベーショ
ンが大切である。私の講義の場合には、このレポート課題を出して、１～２ヶ月後にレポート提出
で、成績評価の対象にしている。なお家庭版スーパーISO の実践指針については、石井（2004）を
参照されたい。 
ここで、スーパーISO の進化について、述べておこう。心の問題に向かう、“私”の意識マネジ
メントの手法としてのスーパーISO は、家庭版、社会版、地球版、宇宙版の各スーパーISO へと進
化してきた。家庭版スーパーISO をレポート課題としたのは、2000年度の講義からである。次の社
会版スーパーISO では、家庭やサークル、学校、アルバイト先、町内など、家庭から次の段階であ
る社会へと実践の場を拡大した。さらに地球版スーパーISO では、地球とつながった“私”を意識
し、宇宙版スーパーISO では、宇宙とつながった“私”を意識するようにして、受講生に実践する
ことを課した。 
提出された多数のレポートを読んで、私は次のようなことを実感した。私の家庭マネジメントの
実践レポートが、学生たちにとって、大きな成果をあげているのは、地球環境問題のつながりや生
命のつながりへの理解という、より根本的な人間の生き方と係わって、唯一の存在としての“私”を
みつめる視点を与えていることが礎にある。それは、私が変わらなければ何も変わらないし、“私”
が変われば、みんなつながっているのだから、家族も地球も変わっていくということである。単に
道徳教育の一環として、家庭マネジメントの実践レポートを課したところで、成功するとは思われ
ない。何故なら、それは同じ一つの価値観を学生たちに強制することになるからである。 
それは既成の大人社会の体制的な価値観を学生たちに押しつけ、学生たちの個性を無視し均質化
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していくことを助長する。今、一番大切なことは、学生も大人も一人ひとり、今を生きる“私”を意
識し、“私”がどんなにかけがえのない存在なのかを体感することのように思われる。そのための第
一歩、すなわち“私”の意識マネジメントのための最初のステップが、学生による家庭マネジメント
の実践レポートなのである。 
提出された多数のレポートを読んで、｢スーパーISO｣の意義が、次の点にあることを実感した。
①スーパーISO は、意識マネジメントの“実験論文”と見られる。それは、「自分が変われば周り
が変わる」という“私”の意識マネジメントの法則を提示し、その具体的な実践指針を提示して、
学生達の実践結果を確認するものである。②スーパーISO は、ひとりの見解でなく、多数の学生の
体験結果によって、“法則の普遍妥当性を実証”するものである。③スーパーISO は、“愛溢れる
私”への芽を育てる。それは、多くの学生を、メッセージを受け取るだけでなく、メッセージを放
つ人に育成する。私は、学生たちの実践レポートから素晴らしいメッセージを受け取り、学んだこ
とを付言しておきたい。 
 
２ 意識マネジメントとスピリチュアル・マネジメント 
上述のように、意識マネジメントは重要なコンセプトであるにもかかわらず、これまでほとんど
研究対象とされてはこなかった。海外においても「意識」という用語は、“環境を意識したマネジ
メント”（environmentally conscious management）という文脈で使用される場合が多い。意識に関わ
る著作としては、以下のものがみられる。 
1998年に『意識的な資本主義―繁栄の原則』が出版されている。本書では、トップラインとボト
ムラインという従来の見方に加えて、“インナーライン”というコンセプトを提示している
（Schwerin，1998，pp.91-114）。それと2006年に、『意識的なビジネス』（Kofman，2006）という著
作が出版されている。本書の内容はアカデミックなものではない。本書には、「コンシャス・ビジ
ネスへの招待」という見出しの下に、”soulful work”とか、”material and spiritual rewards”という言葉
がみられる。しかし「本書が、あなた自身、あなたの組織、それに世界に対する意識（コンシャス
ネス）に光をあてるのに役立てばと思う」という文脈で、“コンシャス”という用語が使用されて
いるにすぎない。 
このような状況のなかで、以下のアバディーンの『メガトレンド2010』は、意識マネジメントと
スピリチュアル・マネジメントの重なる領域を考察した、貴重な著作であるので、最初にみてみよ
う。次いで、コッチアンの「スピリチュアルな利潤への転換」という博士学位論文を取り上げる。
これは、後述の MSR シンポジウムにおける議論の流れとも関わり、示唆に富むものである。それ
から、「スピリチュアル・マネジメント」をテーマとした合田周平の論文にも触れておこう。 
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(1) 『メガトレンド2010』 
意識マネジメントやスピリチュアル・マネジメントを考察するに際して、先ずパトリシア・アバ
ディーンの『メガトレンド2010』（Aburdene、2005）をみてみよう。（翻訳書では、意識をスピリ
チュアルと置きかえたり、スピリチュアルを精神と訳したりしているので、誤解を避けるため、原
文の意をカッコで付している）。本書は、「資本主義を新しく、全体論的（ホリスティック）に変革
している、社会や、経済や、精神（原文ではスピリチュアルな）の動きで……それは私たちの人生
を、10年あるいはそれ以上にわたって形づくっている、大きく包括的な方向性」を示すもので、そ
こでは「意識（コンシャスネス）は今や、資本、エネルギー、テクノロジーのような現世の財産と
同じくらい、ビジネスにとって貴重なものになっている」といわれる（Aburdene，p.xvi、訳書22～
23頁）。 
アバディーンは、「スピリチュアル（原文では、意識的なソリューションの高まりの意）こそが
企業の業績を挙げる」と共に、「企業責任というものが、利益を流出させるどころか成功するため
の重要な指標になっている」と指摘している（Aburdene，p.xxiii、訳書30～31頁）。つまり「“ビジ
ネスにおける精神”と“企業の社会的責任”が重視される傾向は、一つのコインの裏表、つまり一
つの現象の内側と外側を表しており、このような新しい方向性がすべて一緒になり、これからの10
～20年で資本主義が変化を遂げることになる」と予見している（Aburdene，p.32、訳書91頁）。 
そして今日「精神性（原文では、スピリチュアリティ）がビジネスに与えるインパクト」に関し
て、学術の世界でも精神性がトレンドになっているとして、具体例を示している。 
さらに、南カリフォルニア大学経営学教授ミトロフは、『アメリカ企業のスピリチュアルな監
査』(Mitroff & Denton，1999b)という著作で、調査対象となった重役、マネージャーの６割が、仕
事をする際の精神性(原文では、スピリット)の利点を認めているという。ミトロフによれば、精神
性に価値があることを多くの会社は確信しているが、宗教的ではなく、精神的な行いを、混乱やと
げとげしさを引き起こさないように、どうやって職場に持ち込めばいいのかがわかっていないとい
う（Aburdene，pp.70-71、訳書165-167頁）。 
アバディーンはロハス(LOHAS：Lifestyles of Health and Sustainability）は前代未聞の巨大市場と
も言及している。ここで、消費者行動の予測方法に関しては、人口統計や所得や心理学的なもので
はなく、ロハスのような価値観ならびにライフスタイルこそが鍵となるとみている（Aburdene，
pp.92-93、訳書202～204頁）。 
それはさておき、アバディーンは「個人の癒しと企業の変革」に関して、コンシャス・テクノロ
ジーを ANZ 銀行に適用した事例を紹介している（Aburdene，p.120、訳書264-265頁）。そして、精
神（原文では、スピリット）は業績や株主の価値観を後押しする、と強調している（Aburdene，
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p.139、訳書300～301頁）。 
最後にアバディーンは社会的責任投資（SRI）の今後について、「マージョリー・ケリーは CSR
が利益をもたらすことに関して、間違いなく決定的な裏づけがあることを、2004年に発表された、
SRI に関する２つの“メタスタディ”（研究の研究）に依拠して論じた」と述べている（Aburdene，
p.159、訳書345-346頁）。 
アバディーンは、意識的資本主義の意識に関して、グローバル・エンバイロンメンタル・マネジ
メント・イニシアチブ（GEMI）による「株主価値の構築」という報告書で提示された「（安全衛
生はもちろん）環境パフォーマンスのような目に見えないものが、株主の価値を加えて、無形のも
の（人的価値や意識）を、形あるものに変える」証拠に言及して、意識（原文はコンシャスネス）
は利益になると結論づけている（Aburdene，pp.169-170、訳書370-371頁）。 
 
(2) 「スピリチュアルな利潤への転換─CEOの信念と企業の環境パフォーマンス」 
本論文（Kotchian，2000）の目次は、1.序論 2.我々の文化の性質 3.支配の意味 4.企業の社会
的責任 5.スピリチュアリティとリーダーシップ 6.協力的な方法 7.スピリチュアルな利潤への転
換、となっている。本論文の概要は、以下の通りである。 
地球規模での環境問題は、宗教文化と企業文化における必要な改革への注意を促してきており、
人間の自然界に対する関係と責任について新たな問題を提起してきている。“環境神学
（ecotheology）”と呼ばれる新たな宗教運動は、人間と地球の独立した相互関係を求め、また人間
の魂だけでなく、政策と行為によるエコロジカルなバランスを修復する神学を求める。これは、ビ
ジネス上の環境倫理の強調と一致しており、その中のあるものは、個々の企業リーダーの信念と結
び付けられている。ある場合には、スピリチュアルな信念や実践は、根本的に企業のビジネスの方
法を変えてきている。本学位論文は、環境神学の概念を企業の環境パフォーマンスに関する文脈に
まで広げるものである。それは、リーダーのスピリチュアルな価値が、持続可能な環境や社会的責
任のある企業の活動に焦点を当てるために、強く企業文化に影響を及ぼすことができるということ
を仮定している。それは、キリスト教内のエコロジカルな原則の再現についての起源を調査し、そ
して企業の社会的責任の歩みを検討し、これらの歩みとリーダーシップや企業の環境パフォーマン
スの改善との関わりの可能性と程度を明らかにする。それから、本論文は、強い信念を持つ CEO
が企業の社会および環境パフォーマンスを改善するために彼らの組織文化に影響を及ぼしているか
どうか、また、どのように影響を及ぼすのかを調査するために、CEO とのインタヴューを取り上
げている。本論文は、生態的正義（ecojustice）と企業リーダーの社会的責任に関して生じつゝある
交流（dialogue）の影響を評価し、CEO の信念が企業の環境パフォーマンスに正の影響を与える可
経営論集 第71号（2008年３月) 
 
46
能性が高い文化と条件について、いくつかの結論を提示する。強い信念を持つ CEO は、企業の環
境実績に関して強い影響を有していることが明らかにされてはいるが、重要な経済的かつ法的な障
壁が、企業の環境責任を十分に達成させなくしている。それゆえ、持続可能な環境に貢献するため
に形成される企業文化を達成するのに必要な、経済的、政治的、文化的な誘因に対しても示唆する。
本研究は、環境と宗教、それにスピリチュアリティとリーダーシップを関連づけて論述している。 
 
(3) 「スピリチュアルマネジメント―経営者の心の課題」 
合田(2006）は、ハリウッド映画の「ラスト・サムライ」に刺激されて、「スピリチュアル・マネ
ジメント」とか、「スピリチュアル・モチベーション」をいかにシステム化するかということに関
心を持ったという。合田は、安岡正篤、宮本武蔵の『五輪書』、それに中村天風の思想や哲学の影
響を受けたようで、たとえば、武蔵と天風に共通する哲学として、「心は、からだに活力を与える
ゲートである。心が明るく朗らかで、積極精神が宿れば、からだも元気溌剌となる。大自然の生命
エネルギーに連なる、我々の肉体（からだ）生命は、心の置き所に大きく左右される」と指摘して
いる（合田、2006、21-27頁）。合田は「愛」や「心」とは何かと問いかけながら、次のように述べ
ている。 
「欧米文明の基本には、キリスト教（YMCA）精神に根ざした Spirit / Mind / Body を総合的に
把握する哲学の存在がある。明治時代にこの理念が日本に伝わると、Spirit を自然界の森羅万象
を創造した宇宙エネルギーの根源と解釈された。東洋的な解釈を試みると、「気：Qi」が集まって
共鳴し合い、エコロジー的にも「いのちを活性化する場」と考えることができる。この Spirit＝
「いのちを活性化する場」をベースに、その場が成り立つ条件において、心＝Mind と身体＝Body
を調和（バランス）させて、心身一如を実現することが重要な課題と考えている」（合田、2006，
34頁）。 
以上、スピリチュアル・マネジメントに関わる主な議論をみてきた。わが国では、スピリチュア
ル・マネジメントに関する議論はほとんど見うけられないが、海外では、以下にみるように活発に
議論され、一つの研究領域となっている。 
 
３ スピリチュアル・マネジメントに関する海外の議論 
(1) MSRシンポジウムにおけるスピリチュアリティに関する議論 
スピリチュアル・マネジメントに関する海外の研究としては、マネジメントとスピリチュアリ
ティと宗教（Management, Spirituality & Religion：以下 MSR）のコンファレンス・シンポジウムが、
大きな役割を果たしている。なお2007年の下記の④の報告では、「組織領域での MSR の理論の発
意識マネジメントとスピリチュアル・マネジメント―環境マネジメントからホリスティック・マネジメントへの架橋― 
 
47
展と調査研究は今日迄断片的であった。1996年から2004年の間に187本にのぼる経験的な MSR 誌
の論文に概念的に基礎づけられた研究モデルを適用することは、将来の MSR 研究に対する重要な洞
察を提供している」という(MSR，2007，p.6)。そこで毎年開催されている MSR シンポジウムで、
“スピリチュアリティ”もしくは“スピリチュアル”がどのように議論されているか、最近の報告
テーマからみてみよう。それらをみるとスピリチュアリティが、マネジメントの分野で、どのよう
に関わっているか、大体の見当がつくであろう。 
2007年の MSR シンポジウムでは、次のような報告（以下、カッコ内は報告者名）がみられる。
①実際的な思いやり―企業の社会的責任のために重要なスピリチュアルな基礎をめざして（Lips-
Wiersman, M.）②スピリットをマネージすることが成功の積み石となり、インパクトを与える
（Aronso, Z.他）③労働における専門技術的なスピリチュアリティ（Dviscoll, C.他）④組織におけ
る MSR の発展と研究モデルの実証（Tischler, L.）⑤リーダーシップにおけるスピリチュアルな次
元（Femando, M.他）(MSR，2007，pp.1-7)。 
2006年の MSR シンポジウムでは、次のような報告がみられる。①組織変化におけるモデル類型
化の枠組にスピリチュアリティの導入（Seah, D.他）②労働規模でのスピリット（Kinjerski, V.他）
③スピリチュアルなリーダーシップ（Ngunjiri, F.）④実存主義、スピリチュアリティ、それに労働、
（MacMillan, S.）⑤職場のスピリチュアリティ（Zhuravleva E.他）⑥スピリチュアルなリーダー
シップと組織パフォーマンス（Fry, J.他）⑦組織におけるスピリチュアリティに関する研究モデル
（Tischler, L.他）⑧スピリチュアリティと価値に関するホリスティックかつ多次元的な見方、
（Karakas,F.）(MSR、2006，pp.1-7 )。 
2005年の MSR シンポジウムでは、次のような報告がみられる。①企業家と経営管理者に対する
スピリチュアリティの役割（Kauanui, S.他）（MSR，2005b，p.2）②職場のスピリチュアリティの
科学的研究のあり方（Grant, D.）③スピリチュアリティは、マネジメント教育に何故必須であるの
か（Narayanswamy, R.）④スピリチュアリティ・宗教・労働の経験的研究（Lund Dean, K.他）⑤マ
ネジメント教育の場でスピリチュアリティを議論する際に、言語は最初の問題（Manz, K.他）⑥経
営者と組織における精神性、意識（コンシャスネス）、スピリチュアリティ（Logsdon, J.M.他）⑦
現代組織におけるスピリチュアルな資本（Martine, R. J.他）。⑧職場でのスピリチュアリティー理論
と実践とサスティナビリティ（Khan, S.）⑨スピリチュアリティを職場のパフォーマンスに結びつ
けること（Miles, A.他）⑩職場のスピリチュアリティを自己実現する一経験的研究（Fernando, 
M.）⑪スピリチュアルなリーダーシップによって高業績を達成する戦略的なスコアカードモデル
（Matherly,L. L.他）⑫職場のスピリチュアリティ―批判的な相対主義者の視点（Moore, T. W.）⑬
富の最大化、自己実現、スピリチュアルにサスティナブルな企業（Barker, J. R.他）⑭学習して変容
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する企業をデザインするためのホリスティックな枠組（Robertson, P. J.他）⑮企業家リーダーの現
象学にみられるスピリット中心のリーダーシップの分類学（Jue, A. L.）（MSR、2005a，pp.1-13)。 
2004年の MSR シンポジウムでは、次のような報告がみられる。①超越から抵抗まで―組織にお
ける重要なスピリチュアリティ（Driver, M. C.）②スピリチュアリティと奉仕者としてのリーダー
に認められる行動（Beazley, D. A.他）③スピリチュアルなリーダーシップを通じて、倫理的かつス
ピリチュアルに健全であることと CSR（企業の社会的責任）（Try, L. W.）④トランスフォーメー
ショナルなリーダーシップ―スピリチュアリティと宗教指向の効果（Twigg, N. W.）⑤組織変化と
原意識（ネイティブ・コンシャスネス）と組織の智恵（Adams, K. B.他）⑥倫理的でスピリチュア
ルな価値の変化を再び語るリーダーのストーリーテリングの役割（Driscoll, C.他）⑦教室でのスピ
リチュアリティ（Lund, D. K.他）⑧スピリチュアルな経験はストレスを減じるかー卓越した医療プ
ログラムの予期的研究（Alexander C. N.他）⑨職場におけるスピリチュアリティとリーダーシップ
とコミットメントの相互関係（Hopkins, W. E.他）⑩職場のスピリチュアリティに関する人と組織
の妥当な尺度（Sheep, M.）⑪経営者の統合的な認識力の形成―スピリチュアリティにもとづく統
合的な意識（コンシャスネス）の生成（Young, J. E.他）⑫個人的、組織的、相互作用的な職場のス
ピリチュアリティがもたらす成果の探究（Kolodinsky, R. W.他）⑬業務におけるスピリチュアリ
ティ―意味づけと勤労義務やモチベーションとの相互関係の研究（De Klerk, M.）⑭スピリチュア
ルに意味ある労働が含意するもの（Busenitz, L.）（MSR，2004a，pp.1-9)。 
⑮内なる意味づけのあるリーダーシップ―西洋のスピリチュアルな伝統からの指標とモデル
（Delbecq, A. L.他）⑯組織におけるスピリチュアリティの研究方法（Stebbins, M.他）（MSR，
2004b，pp.1-2）。 
2003年の MSR シンポジウムでは、次のような報告がみられる。①労働でのスピリチュアリティ
と宗教における組織の役割（Lund, D. K.他）②組織のスピリチュアリズム―批判的分析に向けて
（Kamoche, K. N.）③全体的な個人を育成するー職場でのスピリチュアリティと業績のモデル
（Sheep, M.）④職場での民主主義と倫理とスピリチュアリティを発展させること―対話のディシ
プリンの評価（Pauchant, T. C.他）⑤スピリチュアルなリーダーシップのモデル（May, R. C.他）⑥
スピリチュアリティと宗教と労働の調査研究（Formaciari, C. J.他）⑦職場のコンテクストで、スピ
リチュアリティを定義する、エスノメソドロジー（Wharff, D. M.）⑧労働全体に向けてースピリ
チュアリティと文化的価値と倫理の相互作用（Wheaton, A.他）⑨労働でスピリチュアリティを実
践する、経験的研究（Fermando, M.）⑩学術的なコミュニティを創設するスピリチュアルな方法
（Weathersby, R.他）⑪価値とスピリチュアリティと自己発見―ビジネスの仕事での自我と目的へ
の旅（Gibson, L. K.他）⑫組織におけるスピリチュアリティ（Benefiel, M.）（MSR，2003a，pp.1-7）。 
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⑬組織のリーダーたちの間で目覚めたスピリチュアルな願望（Benefiel, M.他）⑭ユニリバー社
（オランダ）のビジネスを変容する演出と魂の探求（soul-searching）が背景（Mirvis, Philip H.他）
⑮市場行動のスピリチュアルな知覚に重要な接点（Stiles, C. H.他）⑯マネジメントにおける主要な
パラダイムとスピリチュアルなパラダイムを統合すること（Steingard, D. S.他）（MSR，2003b，
pp.1-6）。 
2002年の MSR シンポジウムでは、次のような報告がみられる。①労働でのスピリチュアリティ、
組織のパフォーマンスと労働の個人的意味づけのための教訓（Ferguson, J.他）②組織のマネジメン
トにスピリチュアリティを取り入れること（King, S. W.他）（MSR，2002b，pp.1-3）。 
③超越的リーダーシップ論―リーダーシップのスピリチュアルな次元の探求（Sanders, J.他）④
スピリチュアリティ、宗教、労働の研究、（Dean, K.他）⑤共振的なスピリチュアリティースピリ
チュアルな価値と組織文化と倫理の交差点（Wheaton, A.他）⑥スピリチュアルな変容によって組
織を仲良い場とする（Benefiel, M.）⑦組織生活におけるスピリチュアリティと原型（Brady, F. N.
他）⑧スピリチュアルな知性をリーダーシップ展開能力に移す（Cowan, D.）⑨スピリチュアルに
統合したマネジメント理論に向けて（Steingard, D.他）⑩ビジネスとスピリチュアリティと宗教を
リンクする（Moch, M.他）⑪労働でのスピリチュアリティー批判的見解（Weidner, K.）(MSR，
2002a，pp.1-8)。 
その他2000年度の MSR シンポジウムでは、次の報告がみられる。労働でのスピリチュアリティ、
定義、尺度、仮定、妥当性（Gibbons, P.）（MSR，2000，pp.1-2）。 
 
(2) スピリチュアル・マネジメントに関する海外の議論の現状 
最初にスピリチュアル・マネジメントに関する海外の論文から取り上げよう。 
スピリチュアル・マネジメントに関する初期の論稿として、1994年に「スピリチュアリティとマ
ネジメント」（McCormick，1994）がある。その後、「序論、スピリチュアリティとマネジメントと
組織」（Calas & Smircich，2003）、SMD（Spiritual Management Development）の研究（Bell & Taylor，
2004）の他、医療関係で自己マネジメントに果たすスピリチュアリティの役割（Harvey，2006；
Harvey & Silverman，2007）やストレス・マネジメントのスピリチュアリティの研究（Amadeo & 
Sofield，2006）、それに教育関係で「グローバリゼーション、スピリチュアリティ、教育のマネジ
メント」（Bottery，2002）,「ニューエイジのスピリチュアリティの社会的意義」（Aupers & 
Houtman），「スピリチュアリティとマネジメントの教師」（Kernochan et al，2007）などがみられる。
以下、スピリチュアルもしくはスピリチュアリティと企業マネジメントとの関わりを探究した論考
をみてみよう。 
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先ず、1998年に発表された「スピリチュアル・マネジメントのパラドックス」という論文では、
結びの言葉として、「スピリチュアリティは、個々人やコミュニティの変容を促進しうるものであ
る。かくしてスピリチュアル・マネジメントは、個々人がなしうるところのものである。組織の生
活は、管理者に特有の緊張とジレンマを課すけれども、スピリチュアル・マネジメントを用いるこ
とによって、組織のすべての個々人は、‘彼らの魂（souls）’をマネージすることができよう」
(DiPadova，1998，p.43)との見解がみられる。 
翌1999年に発表された「職場におけるスピリチュアリティの研究」では、スピリチュアリティの
定義、宗教とスピリチュアリティに関する肯定と否定の４つの分類図式を提示した後、次のように
指摘している。「いかなる組織も、スピリチュアリティや魂（soul）なくして、もはや存続できな
い。我々は、スピリチュアリティをマネジメントの他の要素から分離することなく、スピリチュア
リティをマネージする方法を検討しなければならない」（Mitroff & Denton，1999a，P.91）。なお
「職場でのスピリチュアリティ」というテーマで、概念化と統計的な測定を試みた研究（Ashmos 
& Duchon，2000）もみられる。 
次にスピリチュアル・マネジメントに関する海外の著作をみてみよう。 
スピリチュアル・マネジメントに関する初期の著作として、1997年の『愛の知恵をもってマネー
ジする』がみられる。本書のタイトルに、スピリチュアルに関する用語はみられないが、「結び」
では、「スピリチュアリティを、個人と同様に、組織の成長のプロセスとみなすこと・・・愛と徳
は、スピリチャルの法則によって、それぞれの報酬をもたらす。……愛、スピリチュアルな法則、
それに徳は、あなたに、あなた自身や他人の本質的な気高さをみつめさせ、この気高さをビジネス
の世界に応用させる」と指摘している（Marcic，1997，p.130）。 
翌1998年に初版が出版された『リーダーシップの展望―マネジメントの科学から、スピリチュア
ルな心まで』の著者は、「21世紀のリーダーは、倫理、コミュニティ、サービス、それにスピリ
チュアリティに新しく焦点をあわせたリーダーシップのスタイルを具体化する必要があろう」と提
言している（Fairholm，2000）。 
さらに1999年には、『アメリカ企業のスピリチュアルな監査』がみられる。本書はタイトルに
「スピリチュアルな監査」とあるが、サブタイトルが示すように、職場でのスピリチュアリティや
宗教や価値に焦点をあてたものである（Mitroff ＆ Denton，1999b）。 
それから、2003年に、『職場のスピリチュアリティと組織パフォーマンスのハンドブック』
（Giacalone & Jurkiewicz，2003）が出版されている。本書は、組織科学の分野から職場のスピリ
チュアリティの科学的研究をめざして、種々の学問分野から多数の研究者の協力を得た研究成果を
集大成したものである。職場のスピリチュアリティに関して、理論的な発展や概念化、それに応用
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理論のジャンルを包括する大作なので、職場のスピリチュアリティ研究の基礎となる業績とみなさ
れよう。 
翌2004年には、『マネジメントにおけるスピリチュアリティと倫理』が出版されている。本書で
は、「スピリチュアリティを真剣に考慮する」という見出しの結論において、スピリチュアルな経
済学に論及する Allinson の見解をとりあげながら、「我々は、真にスピリチュアルな視点に立つこ
となしに、適切に経済問題に対処できない」と最後の言葉を結んでいる（Zsolnai，2004，P.200）。 
さらに翌2005年には、『マネジメントとリーダーシップにおけるスピリチュアリティ』が出版さ
れている。本書の「結び」では、「マネジメントとリーダーシップ理論を含む多くの学問分野で、
スピリチュアリティのフォーマルな研究に関心が向けられている」と言及している（Rojas，2005，
p.143）。 
最近では、2007年に、『スピリチュアル・モチベーションービジネスとマネジメントのための新
思考』が出版され、そのなかに前述の合田周平の論文「マネジメントのための５つの概念―宮本武
蔵の五輪の書にもとづいて」が収録されている。本書のエピローグは、「リーダーシップのための
スピリチュアル・モチベーション」というタイトルで論じられているように、スピリチュアルとい
う用語は、主としてリーダーシップとの関連で、とりあげられている（Ramsden. et al，2007）。 
以上のように、海外ではスピリチュアル・マネジメントに関して、種々の議論がみられる。しか
し、そこで議論されているスピリチュアルもしくはスピリチュアリティの概念は多義的で、日本語
の精神、心、霊性、それに意識といったものが、混在しているようにも見うけられる。私は、スピ
リチュアリティを霊性とみて、スピリチュアル・マネジメントを論じているが、海外の議論では必
ずしもそうではない。スピリチュアリティには実に深い意味があり、共通認識を持つことは容易で
ないので、この問題に立ち入った議論は、他（石井、2003；ガーバー、2000等）を参照していただ
きたい。 
 
結びに ―ホリスティック・マネジメントに向けてー 
私たちを見える世界に囲って閉じ込めている強力なカベは、科学のカベである。大学などの研究
者はもちろん、一般市民も、科学のカベを超えたところに足を踏み入れると、科学的でないとのそ
しりを受け、批判されたり排斥される。科学は、これまで人類の進歩に大きな貢献を果たしてきた
が、科学万能主義もしくは科学至上主義がはびこる今日、科学はあたかも宗教的教条と化して、私
たちの価値観や思考の自由を束縛している（北原・石井1993）。 
科学は、対象を限定し細分化した知識の集成であって、現象の全体を見ることはない。科学の最
先端といわれる複雑系の研究においても、個々のシステムを対象として取りあげるだけで、システ
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ムとしての地球全体に焦点をあてたものではない。科学はまた、客観性を金科玉条として、何人で
も再現可能で検証できることを条件としている。 
しかし、環境ホルモンや電磁波などの影響は、個々人によって、それぞれ異なるように、そこで
は普遍妥当性などみられないのは明白である。だから、科学はあく迄限定した領域だけでしか成り
立たないのであって、科学の対象を超えた領域では発言できない。科学は外面に対するだけで、心
や愛といった内面に対しては、全くもって無力である。 
にもかかわらず、科学は研究者が愛や心を論ずること自体をとがめ、私たちの研究の自由を束縛
している。私は、これ迄複雑系を超えて、神秘系の研究に力を入れてきた。そして、この科学のカ
ベを超えて研究している多くの研究者を取りあげて紹介してきた（石井、2003）。とりわけラズロ
（2005）の『叡智の海・宇宙』は、みえる世界の科学のカベを超えて、見えないスピリチュアルな
世界へとつなぐ貴重な貢献となる。そこでは、宇宙の情報場さらに“情報体としての宇宙”という
概念に論及している。このような領域を射程に入れるホリスティック・マネジメントの研究こそ、
今日の地球環境の危機的状況に対応する人類の課題となる（石井2003,2005,2007）。ケン・ウィル
バー（2000）は、「システム科学の全体論（ホーリズム）は外面的な全体論にすぎず、今や霊性
（スピリチュアリティ）、さらに内面性の復権こそが課題」として、見える世界の科学のカベを超
える大きな一歩を踏み出した。 
現在、私たちは人類のターニングポイントというべき、重要な時期を生きている。今こそ、環境
問題は意識問題と認識して環境マネジメントから意識マネジメントに取り組み、見えない意識のス
ピリチュアルな次元に視線を移しスピリチュアル・マネジメントに取り組むとともに、さらにそれ
らすべてを統合して、ホリスティック・マネジメントに向かう時ではないだろうか。 
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